












































































































アンケートは、広島県北部と広島市内の教師に140配布した。回答があったのが62である。 

アンケートの回答は、予想以上に詳しく記入されており、「面接」と同じぐらいに教師の意

識が読み取れるものであった。これは、面接だとその場ですぐに回答しなければならない

が、アンケートだと、時間をかけてゆっくり考えることができるという側面があったから

だろう。時期的に、教師も「性教育の教科導入」を意識しているときであり、関心を引い

たものと思われる。「面接」の場合は、これまで積極的に取り組んでいる人は、即答ができ

るが、そうでない人にとっては難しい設問が多かったようだ。今回はやや「積極派」が多

かった。内容的には、特に大きな違いはなかったので、「アンケート」の基礎データを、「面

接」の補完データとして読んでいただければ、より「教師の意識」にちかずくことができ

ると思う。 


